
2022 年 8 月 27 日 ( 土 )
小さな自然再生ネットワーク

3. ホタルが戻り、川辺で親水が出来るように、

　　蛇が池に水が満たされ、鳥や人々の憩の場になるように

　　活動を広げていく ...

自然を活かした街づくり

  2. 時々現れる白濁を調査する

　代掻きの水が流れると言われたが、どのような経路で？
　　2021 年 12 月 9 日にも発生。この時期に代掻き？

  

■ 今後の取り組み
　1. 農業委員会の理解が得られず、水路に水が流れ

　　ることはないが、清掃活動をする人々と協力する

■取り組んで来たこと。
　1. 原則毎月第 4日曜日に川をあるき、川床を柔らかくし、上流から流れてくるコミを回収する。

2. いつのまにか発生した藻を歩いて流す。

　(2021-1-18)

琵琶湖博物館の協力を得て、藻の種を特定できた。
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